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蔵
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光
録
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写
本
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つ
い
て

山

端

昭

道

こ
こ
に
紹
介
す
る
石
川
県
七
尾
市
竜
門
寺
 (曹
洞
宗
)
 に
所
蔵
さ
れ
る

『
伝
光
録
』
写
本
は
、
昭
和
四
十
七
年
五
月
に
筆
者
が
偶

々
同
寺
を
尋

ね
た
際
、

住
持
上
田
真
英
師

の
御
好
意
に
依
り
拝
覧

・
謄
写
を
許
さ
れ

(
1
)

た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
奥
書
 (後
述
)
 に
よ
る
と
、
天
文
十
六
年
 
(
一
五
四
七
)
 に
、
霊

岩
山
興
徳
寺
第
二
世
詰
聖
芳
賢
和
尚
が
そ
の
松
月
斉
に
お
い
て
余
人
に

(
2
)

書
写
さ
せ
さ
ら
に
自
身
で
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
書
写

年
代
か
ら
し
て
、
『
伝
光
録
』
の
現
存
最
古

写
本

で
あ
る
乾
坤
院
本

(永
享
二
年
-
一
四
三
〇
-
以
降
二
・
三
十
年
間
の
書
写
)
 と
、
そ

の
後
百

六
十
余
年
-
百
九
十
年
近
い
年
代
を
隔
て
て
出
現
す
る
江
戸
期

の
諸
写

本
の
中
間
に
位
置
し
、
従

つ
て
乾
坤
院
本
か
ら
降

つ
て
江
戸
期

の
写
本

が
出
現
す
る
間
の
消
息
を
物
語
り
、
か

つ
乾
坤
院
本
に
み
ら
れ
る
古
い

形
態
を
推

測
せ
し
む
る
資
料
的
価
値
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二

こ
の
竜
門
寺
所
蔵
本
は
、
五
巻
五
冊
本

で
あ
る
。
外
題
 (題
籏
)
 は
、

「
傳
光
録
巻

一
、
巻
二
、
巻
三
、
巻

四
.
巻

五
」
、
内
題
は
、
第

一
巻

が

「
傳
光
録
巻
之

一
 (改
行
)
 紹
理
大
禅
師
住
能
州
洞

谷
山
永
光
寺
語

録
」
、
第
二
巻

・
第
五
巻
が

「傳
光
録
巻
之
二
、
巻
之
五
」
、
第
三
巻

第
四
巻
が

「傳
光
録
巻
三
、
巻
四
」
、
後
題

は
、

第

一
巻

・
第

二
巻

第
五
巻
が

「傳
光
録
巻
之

一
終
、
巻
之
二
終
、
巻
之
五
終
し
、
第
三
巻

第
四
巻
が

「
傳
光
録
巻
第
三
之
終
、
巻
第
四
之
終
」

で
あ
る
。

配
巻
形
式
は
、
第

一
冊
が
釈
迦
牟
尼
仏
章
-
第

十
祖
脇
尊
者
章

第

二
冊
が
第
十

一
祖
富
那
夜
奢
尊
者
章
-
第

廿

一
祖
婆
須
盤
頭
尊
者
章

・

第
三
冊
が
第
廿
二
祖
摩
摩
羅
尊
者
章
-
第

計
三
祖
大
堕
禅
師
章

・
第
四

冊
が
第
晋
四
祖
弘
済
大
師
章
-
第

四
十
四
祖
投
子
山
青
和
尚
章

・
第
五

冊
が
第
四
十
五
祖
芙
蓉
搭
禅
師
章
-
第

五
十
二
祖
永
平
舞
和
尚
章
で
あ

る
。奥
書
は
、
第
五
冊
の
最
後
に
次
の
如
く
記
さ
れ

て
い
る
。

干
時
天
文
十
六
季
小
蕃
念
八
日
於
能
州

興
徳
之
松
月
齋
爲
栴
早
 

(改
行
)
 

詰
臼
賢
老
拙

拝
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錐
穿
墾
之
晩
学
後
生
之
以
他
筆
書

爲
之
間
失
念
落
字
鳥
焉
馬
誤
可
在
者
也

ま
た
、
第

一
冊
、
第
三
冊
、
第
四
冊
の
巻
末

に
夫

々
、
「
芳
賢
 
(
花

押
)」
・
「諾
肉
賢
拝
」
・
「詰
肉
賢
九
拝
」
と
自
著
が
あ
る
。

三

次
に
之

の
竜
門
寺
所
蔵
本
の
特
色
を
二
、
三
記
し
て
お
く
。

田
こ
の
写
本
は
、
同
年
に
芳
賢
和
尚
が
書
写
し
た

『
七
十
五
巻
本
正

法
眼
蔵
』

(七
十
五
冊
)
 と
別
人

に
よ
っ
て
弘
治

二
年
 
(
一
五
五
六
)
 に

書
写
さ
れ
た

『宗
門
伝
灯
秘
録
』
と
称
す
る

一
本
と
共
に
、
全
く
同
じ

装
傾
で

一
つ
の
相
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
興
徳
寺
第
四
世
徳

巌
春
播
和
尚

は
、
次
の
如
く
箱
書
き
し
て
い
る
。

正
法
眼
蔵
数
七
十
五
冊
並
伝
光
録
五
冊
秘
録

一
冊
総
数
八
十
一
冊
也
、
興
徳

二
代
万
松
開
山
哲
隻
和
尚
御
遺
物
尽
末
来
際
霊
岩
室
中
容
易
不
可
出
也

か
く

『伝
光
録
』
が

『正
法
眼
蔵
』
と
同
時
に
書
写
さ
れ
秘
蔵
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
乾
坤
院
本
を
書
写
し
た
芝
岡
宗
田
和
尚
に

『
七
十
五
巻

本
正
法
眼
蔵
』
が
、
長
円
寺
本

の
暉
堂
宗
恵
和
尚
に

『
八
十
五
巻
本
正

法
眼
蔵
』

の
書
写
が
、
そ
し
て

『
伝
光
録
』
河
村
本

の
識
語
に
、
「然

シ
テ

ヲ

ニ

ル

カ
ラ

ル

ン
バ

セ

則
是
書
与
二永
平
正
法
眼
蔵
一同
レ巻
倶
不
レ
可
レ有
レ
不
二拝
覧

一者
也
」
と

あ
る
如
く
、
『
伝
光
録
』
が

『
正
法
眼
蔵
』
と
切
り
離
す
こ
と
な
く

一

体
と
し
て
伝
写
し
護
持
さ
れ
て
来
た
こ
と
を
傍
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

働
竜
門
寺
本
の
伝
写
系
統
は
、
現
存
写
本
で
は
永
光
寺
本
と
そ
れ
を

一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
本
は
配
巻
形
式
や
外
題

・
内

題

・
後
題
等
が
細
部
ま
で

一
致
し
、
本
文
の
錯
簡

・
脱
文
も
同
様
と
云

え
る
。
(錯
簡
で
は
永
光
寺
本
独
自
の
、
例
え
ば
第
六
祖
章
中
の
長
文
が
第
七

祖
中
へ
雑
入
の
例
も
同
様
。
竜
門
寺
本
の
脱
文
は
永
光
寺
本
も
同
様
、
前
者
に

在
り
な
が
ら
後
者
に
は
脱
文
で
あ
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
短
文
で
そ
れ
も
誤
記
し

易
い
個
所
と
考
え
ら
れ
る
。)
 ま
た
、
竜
門
寺
本
の
訂
正
を
す

つ
か
り
取

り
入
れ
、
そ
の
捨
て
仮
名
を
送
り
仮
名
と
し
た
文
章
が
、
永
光
寺
本
の

文
体
と

一
致
す
る
。
従

つ
て
竜
門
寺
本

は
、
永
光

寺
本

を
遡
る

一
本

か
、
あ
る
い
は
少
く
と
も
先
行
す
る
同

一
系
統

の
も
の
と
い
え
る
。

働
竜
門
寺
本
は
、
謄
写
の
後
に
検
討
訂
正
が
加

筆
さ
れ
て
い
ゐ
点
に

特
色
が
あ
る
。
左
の
例
文
の
如
き
で
あ
る
。
(第
三
十
三
祖
章
中
)

関

ア
ツ

ス
カ
ル

キ

ガ
イ
ニ

者
支

テ

ク

凝

「
師
云
諸
仏
妙

理

ハ
文
字

一一
領

二
非
尼
郷
里

ノ
著

旧
告
云
能

ハ
か
道
人

ナ
リ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ノ

テ

・

リ

ク
ハ

古
寺

旧

ニ

請
供
養

ヘ
シ
四
衆
走
来

テ
膿
礼

ス
近

ク
宝

林
居
士
○
地

ア
リ
」

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

チ

ソ

フ

マ

ニ
ス

乃
争
姻師
ナ
リ

ニ

メ

ヘ

「
今
信
心
既
熟

何
衣

ト
夕

ム
せ

ン
故

衣

ハ
汝

力
身

二
留

テ
又
携
サ

レ
受
衣

ノ

ヒ

ヒ

シ

ク

シ

人

ハ
命
糸

ヲ
カ
ケ
タ

ル
カ
如
汝
得
法

ス
ト
云

ト
モ
具

カ
ク
レ
行
化

ス

へ
カ
ラ
ヒ

ヒ

ス

」

シ

イ

ニ
テ

ル

リ
史
章

キ
ョ

ダ

「
共
送
宝
林
寺

二
至
紹
州
刺
吏
吾
牛
拠
大
梵
寺

二
請
妙
法
輪

ヲ
転

シ
心
地
無

ヒ

ヒ

ヒ

サ
カ
ソ

ノ

メ

盛

フ

相
戒

ヲ
説

ク
門
人
記
録

シ
テ
壇
経

ト
云

ス
繁

二
世

二
伝
」

ヒ

竜
門
寺
所
蔵

『
伝
光
録
』
写
本

に

つ
い
て
 
(
山

端
)
 

二
〇
七
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竜
門
寺
所
蔵

『
伝
光
録
』
写
本
に

つ
い
て
 
(
山

端
)
 

二
〇
八

右

の
ゴ
ヂ

ッ
ク
体
の
文
字
は
、
実
際
に
は
「
、
」
・
「
-
」
で

削
除

さ
れ
た
文
字
で
、
右
側
に
訂
正
加
筆
が
あ
る
。

こ
の
例
文
の
個
所
は
、

『景
徳
伝
灯
録
』
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
元
の
文

に
必
要
以
上
の
訂
正
を
加
え
な
い
配
慮

が
あ
る
。
(例
え
ば
、
右
の

「尼

シ
テ

ヲ

テ

ノ

郷

里
ノ
者
丈

二
告

テ
」

は
、
『
景
徳

伝

灯
録
』

で
は

「
尼
驚
二
異

之
の
告
二
郷
里

ニ

蓄
丈
叩」
で
あ
る
が
、
本
文
に
は

「驚
二異
之
一」
を
表
す
文
が
な
い
か
ら
、
こ

こ
迄
の
訂
正
は
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
仙
英
開
版
本
で
は
、
典
拠
に
依
つ
て

こ
れ
を
も
訂
正
し
て
し
ま
つ
て
い
る
。)
 こ
の
よ
う
な
削
除

・
訂
正

・
加
筆

と
い
つ
た
検
討
と
右
側
に
添
え
た
捨
て
仮
名
は
、
竜
門
寺
本
全
体
の
至

る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
先
に
も
触
れ
た
如
く
、

こ

の
訂
正
さ
れ
た
部
分
を
す

つ
か
り
取
り
入
れ
て
、
か

つ
捨
て
仮
名
を
読

み
易
く
読
み
下
し
て
送
り
仮
名
に
し
た
文
章
が
、
永
光
寺
本
の
文
体
と

ほ
冥
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
、
未
訂
正
の
ま

均
、
か
つ
捨
て

仮
名
を
全

て
取
り
除
い
た
文
章
は
、
乾
坤
院
本
の
そ
れ
と
非
常
に
よ
く

一
致
す
る

の
で
あ
る
。

こ
の
捨
て
仮
名
が
す
で
に
親
本
に
全
て
存
在
し

た
も

の
か
、
あ
る
い
は
芳
賢
和
尚
に
よ
っ
て
も
加
え
ら

れ
た
も

の
か

は
、
明
確

に
区
別
し
が
た
い
が
、
右
の
こ
と
は
、
竜
門
寺
本
を
遡
る

一

本
が
極
め
て
乾
坤
院
本
と
類
似
し
た
読
み
難
い
、
聴
き
書
き
的
要
素
を

多
分
に
持

つ
た
文
体

で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。
ま
た
、
乾
坤
院
本
を
遡
る

一
本
は
、
竜
門
寺
本
と
同
様

の
配
巻
形
式
を
有
し
た
五
巻
本
で
あ

っ
た

(
3
)

と
推
定
さ

れ
る
点
を
考
え
る
と
、
両
本
が
古
く
遡
る
点
に
お
い
て
か
な

り
近
い
結

び
つ
き
を
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ
る
。

紙

面

の
都

合

で
極

め

て
簡

略

な

記
述

と
な

つ
た

が
、

要

す

る

に

竜

門

寺

本

は
、

聴

き
書

き
的

要

素

を

多

分

に
持

つ
た

『
伝

光
録

』

の
古

形

を

推

定

し
、

一
方

臨

書

的

要

素

の
多

い
江
戸

期

の
写
本

へ
と

次

第

に

整

え

ら

れ

て
行

く

過

程

を

見

る

好

資

料

と

い
え

よ
う
。

そ

し

て
ま

た
、

『
伝

光

録

』

の
伝

写

は
単

な

る

謄

写

で

は
な

く
、

よ
り
善

本

へ
の
願

い
、

よ

り
好

本

へ

の
努

力

が
伴

つ

て
い
た

こ

と
を
知

る

こ
と

も

出

来

よ

う
。

1
 
そ

の
後

『
傘
松
』

(
福
井
県
永
平
寺
)
 八
月
号
誌
上

・
中
外

日
報

に

て
、

こ
れ
が
発
見
さ
れ
た
報
告
が
あ

つ
た
。
ま
た
故
伊
勢
修
道
氏

・
駒
大

助
教

授
河
村
孝
道
氏

は
以
前

か
ら
こ

の
存
在
を
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と

で

あ
る
。

そ
し

て
河
村
氏

は
先
年

こ
の
写
本
や
共

に
秘
蔵

さ
れ
る

『
正
法
眼

蔵
』

を
補

修
さ
れ
た
と
後
で
知

つ
た
。

2
 
箱
書

・
竜

門
寺
過
去
帳
に
よ
る
と
、
芳
賢
和
尚

は
そ
の
二
年
後

に
竜
門

寺
三
世
に
晋
住
、

二
年
後
に
遷
化

さ
れ
た
。

尚
、
両
寺

は
開
山

を
同
く
し

(
喜
嬰
周

津
)
 互

に
隣
接

し
て
い
た
が
、
興
徳

四
世
徳
巌
春
播
和
尚

が
竜
門

五
世
に
晋
住
し
た

の
を
契
機

に
、
興
徳
寺
は
廃
寺

と
な

つ
た
と
い
う
。

3
 
乾
押
院

本
 
(
二
巻

本
)
 に
は
、
第
十
祖
章
末
尾
に
空
白
あ
り
表
丁

を
改

め
て
次
章

が
始
る

こ
と

・
第
計

三
祖
章
と
次
章

の
間
に

一
頁
分

の
空
白

が

あ
る
こ
と
 
(
東

氏
校

注
本
)
、
そ
し
て
こ
れ
と
同
系
統

の
長
円

寺

本

が
同

じ
五
巻

本
で
あ
る

こ
と

は
、
遡

る

一
本
が
竜
門
寺
本
と
同

一
配
巻
形

式
と

考
え
ら
れ
る
根
拠
と
な

ろ
う
。

〔追
記
〕

竜
門
寺

方
丈
上
田
真
英
師
、

並
に
紹
介

の
労
を
載

い
た
友
人

三
野

宗
二
氏
 
(
富

山
県
氷
見
市
)
。に
、
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。
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